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横浜青年

是
枝
裕
和
監
督
の
話
題

作「
怪
物
」を
観
た
。
小

学
生
の
子
ど
も
が
主
人

公
な
の
で
学
校
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
頻

繁
に
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
話
題
と
な
っ
た

作
の「
万
引
き
家
族
」は
か
な
り
特
別

な
家
族
構
成
だ
っ
た
が
、
今
回
の
作

品
は
よ
り
身
近
で
あ
る
。
俳
優
の
安

藤
サ
ク
ラ
さ
ん
が
奮
闘
す
る
よ
う
な

ひ
と
り
親
家
庭
は
、
特
別
な
こ
と
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
筆

者
に
と
っ
て
は
日
常
生
活
そ
の
も
の

で
あ
る「
子
ど
も
と
お
と
な
の
世
界
」

が
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
あ
っ
た
。
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
の
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
▼
ま
さ
に
聖
書

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
人
間
の

罪
は
、
人
間
が
生
き
て
い
る
限
り
な

く
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ

る
。
ご
く
平
凡
な
人
間
が
な
に
げ
な

く
放
つ
言
葉
が
、
人
の
心
を
え
ぐ
る
。

た
と
え
悪
意
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

自
分
の
世
代
に
と
っ
て
の「
普
通
」か

ら
解
放
さ
れ
な
い
ま
ま
、
知
ら
ぬ
間

に
他
者
の
存
在
を
否
定
す
る
▼
聖
書

は「
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
」と
記

す
が
、
イ
エ
ス
の
復
活
の
前
の
悲
し

み
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス

ト
教
会
に
は
、
悲
し
み
に
よ
っ
て
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
深
い

次
元
で
の
人
間
性
を
、
軽
視
し
て
い

る
危
う
さ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
き

て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
悲
し
み
を
体

験
す
る
。
時
に
は
、
た
っ
た
ひ
と
り

で
悲
し
み
を
心
に
抱
き
し
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
誰
か
と
笑
い
合
え
る
よ
う
な
瞬

間
は
必
ず
あ
る
。
希
望
の
か
け
ら
を

拾
っ
て
た
ど
り
つ
く
青
い
鳥
は
、
わ

た
し
た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
い
る
は
ず

な
の
だ
。�

（
弥
）

　

文
部
科
学
省
で
は『「
共
生
社
会
」と
は
、
こ

れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
な
環
境
に
な
か
っ
た
障
害
者
等
が
、
積
極
的

に
参
加
・
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
支
え
合
い
、
人
々
の
多
様
な
在
り

方
を
相
互
に
認
め
合
え
る
全
員
参
加
型
の
社
会

で
あ
る
。』と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
を
目
指

す
こ
と
は
、
日
本
の
社
会
に
あ
っ
て
最
も
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ー
私
た
ち
の
使
命
」に
は
、

　
「
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の
自
然

の
生
命（
い
の
ち
）と
人
間
の
生
命
を
大
切
に
し
、

共
生
し
て
い
く
世
界
を
築
く
こ
と
に
つ
と
め
ま

す
。」と
あ
り
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
日
々
の
活

動
の
中
で
多
文
化
共
生
に
つ
な
が
る
働
き
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
鶴
見
区
は
、
中
区
に
次
い
で
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
外
国
人
登
録
が
多
く
、

登
録
者
数
は
１
万
４
４
５
３
人（
横
浜
市
２
０

２
３
年
５
月
現
在
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
手
帳
受
給
者
は
７
千
６
４
１
人（
横

浜
市
２
０
２
１
年
）で
横
浜
市
内
で
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
つ
る
み
保
育
園
、

指
定
管
理
者
と
し
て
鶴
見
中
央
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
・
生
麦
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
あ
り
、
２
０
２

３
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
連
携
し
地
域
の

外
国
籍
の
家
族
や
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も

の
家
族
が
集
ま
る
機
会
を
提
供
し
、
情
報
交
換

や
交
流
す
る
機
会
を
９
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
つ
る
み
保
育
園
で
は
、
子
ど

も
の
異
年
齢
保
育
を
行
い
、
国
籍
や
障
が
い
の

有
無
な
ど
の
違
い
を
受
け
入
れ
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
、中
国
、

イ
ン
ド
に
つ
な
が
る
外
国
籍
の
子
ど
た
ち
は
６

人
が
在
籍
、
ま
た
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

も
保
育
園
で
共
に
過
ご
し
、
互
い
の
違
い
を
認

め
合
う
環
境
に
お
い
て
多
文
化
理
解
や
共
生
に

向
け
た
取
り
組
み
が
日
常
的
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
塚
区
で
は
、
障
害
者
就
労
支
援
Ｂ

型
事
業
所
と
し
て
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ
ー
ク
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ア
ン
ジ
ュ
・
横
浜
市
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
障
害
者
地
域
作
業
所
型
と
し

て
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

レ
ザ
ン
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

人
も
パ
ン
工
房
や
カ
フ
ェ
で
の
ラ
ン
チ
提
供
な

ど
の
活
動
を
通
し
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
研

鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
違
い

が
当
た
り
前
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
互
い
を
認
め

合
い
、
高
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
の
ち
が
輝

く
こ
と
の
で
き
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
（
文
責　

編
集
部
）

多
様
性
を
受
け
入
れ
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
輝
く

多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
目
指
し
取
り
組
む

　
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
に
青
少
年
の
教
育
や
成
長
に
関
わ
る
体
験
、
多
文
化
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

機
会
が
減
少
し
ま
し
た
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
会
は
、
全
人
格
的
な
成
長
に
必
要
な
機
会

で
あ
る
と
し
て
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
」
に
基
づ
き
、
２
０
２
３
年
度
も
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
前
号
に
続
き
、
多
文
化
共
生
の
視
点
か
ら
、
共
に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　YMCA では、使い切れない未使用食品を
持ち寄り、まとめてフードバンク団体な
どに寄贈するフードドライブの活動に取
り組んでいます。共に生きることにつな
がる活動として必要な食材が必要な人に
届くようYMCA につながる人とともに取り
組んでいます。湘南とつか・厚木・大和の
YMCA や、YMCA 保育園（とつか・ホサナ・オ
ベリン・大和など）、生麦地域ケアプラザ、
鶴見中央地域ケア
プラザ（指定管理
施設）にて実施し
ています。詳細は
各 YMCA へ。

　横浜 YMCA の保育園には、さまざまな
国につながる子どもたちが在園していま
す。YMCAたかつ保育園では、マレーシア、
中国、ドイツ、韓国、ベトナムなど在園
している子どもにつながる国を 1 年を通
して地図を掲示し紹介しています。保護
者の協力を得てその国の言葉や文化を学
ぶ機会を設けています。韓国につながり
のある保護者からは歌の紹介があり、給
食 に は 韓 国 メ ニ
ューとしてチャプ
チ ェ を 食 べ、食 文
化に触れる機会と
しました。

　横浜 YMCA 学院専門学校では、外国に
つながる子どもたち（小学生・中学生）の
居場所をつくることや基礎的な日本語力・
学力の習得をサポートすることを目的と
して「YMCA こどもにほんごクラブ」を実
施しています。今夏も横浜市中区周辺に
住む外国につながる子どもたちを対象に、
7 月 26 日（水）・27 日（木）・28 日（金）・31
日（月）・ 8 月 1 日（火）午 前10時 か ら 正 午
に学校の宿題など
の 勉 強 を ボ ラ ン
ティアと一緒に行
い ま す（申 込 み は
1 日単位でも可）。

　横浜 YMCA ワークサポートセンターレ
ザンは、横浜市地域活動支援センター障
害者地域作業所型として地域の方との交
流の場としてカフェを運営し、ランチの
提供や手作り品などの製作をしています。
利用者一人ひとりのペースを尊重し、個
別のニーズに合わせた活動を通して社会
貢献につながる研鑽を重ねています。ラ
ンチは月曜日から木曜日、午前11時から
午後 2 時に日替わり
メ ニ ュ ー と 豆 腐 ハ
ンバーグセット（月
曜日は軽食のみ）を
提供しています。

必要とするだれかのために
フードドライブの取り組み

外国につながる子どもたちの
居場所づくりと学びのサポート

各国の文化や食に触れ
多文化理解につながる

一人ひとりのペース尊重し活動
ワークサポートセンターレザン

▲�心を合わせて共に走ったチャリティーラン（横浜YMCAインターナショ
ナル・チャリティーラン 2022にて　横浜YMCA の保育園）

※�『
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』で
は「
障
が
い
」の
文
字
を
使
用
し
て
い

ま
す
が
引
用
・
用
語
の
場
合
は
原
文
の
ま
ま
表
記
し
て
い
ま
す
。
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
家
族
が

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
考

え
、
運
動
を
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
、
運
動
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、

異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

を
深
め
て
い
く
機
会
と
し
て「
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ

ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
、

４
月
29
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

約
１
カ
月
に
わ
た
り
横
浜
中
央
、

横
浜
北
、
湘
南
と
つ
か
、
藤
沢
、

川
崎
、
厚
木
、
山
手
台
、
金
沢
八

景
の
８
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
中
心
に

体
験
会
や
講
習
会
を
行
っ
た
。

　

４
月
29
日
に
は
、
特
別
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト「
子
ど
も
た
ち
の
力
を

引
き
出
す
大
人
の
役
割
～
怒
ら
な

い
指
導
、
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク　

大
人

が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ
る
」

を
元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表

の
益
子
直
美
氏（
社
団
法
人
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
）、
齋

藤
真
由
美
氏（
群
馬
銀
行
グ
リ
ー

ン
ウ
イ
ン
グ
ス
監
督
）を
招
き
、

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
子
ど
も

が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
大
人

の
関
わ
り
方
を
考
え
た
。（
詳
細

は
本
紙
６
月
号
ご
参
照
）

　

同
日
に
は「
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ

＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
」が
各
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
う

ち
、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
体
験
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ス
ケ
を
行
い
、
１
３
６
人
が
参
加

し
た
。
親
子
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
ス
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
た
。
川
崎

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は「
水
中
運

動
会
」「
親
子
サ
ー
キ
ッ

ト
」を
実
施
し
、
プ
ー
ル

で
は
親
子
玉
入
れ
や
障
が

い
物
レ
ー
ス
、
ス
タ
ジ
オ

で
は
マ
ッ
ト
や
跳
び
箱
を

利
用
し
た
親
子
サ
ー
キ
ッ

ト
に
て
親
子
で
楽
し
く
身

体
を
動
か
し
た
。

　

金
沢
八
景
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、「
親
子
de
倒
立
・
バ

ク
転
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
親

子
de
さ
か
あ
が
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
」な
ど
を
行
っ
た
。

鉄
棒
で
は
ぶ
ら
下
が
る
練

習
や
蹴
り
上
げ
る
た
め
の
キ
ッ
ク

練
習
を
行
っ
た
後
に
さ
か
あ
が
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
湘
南
と
つ

か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
水
中
運
動
会

玉
入
れ
、
バ
タ
足
・
レ
ー
ス
な
ど

を
行
っ
た
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
野

外
炊
事
行
い
、
小
麦
粉
を
使
わ
な

い
エ
コ
を
意
識
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
親
子
で
作
り
食
し
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
な

ら
び
に
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
企
業

の
明
治
安
田
生
命
の
協
力
の
も
と

血
管
年
齢
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
、

脳
年
齢
の
測
定
を
行
い
、
計
50
人

が
測
定
に
参
加
し
健
康
へ
の
意
識

を
持
つ
機
会
と
な
っ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
今
後
も

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
の
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　

鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
催
事
業「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」は
、

５
月
19
日
に
４
０
０
回
目
を
迎
え

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
継
続
し
、
現
在
は
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
て
い
る
。

　

１
９
８
７
年
に「
英
語
を
通
じ

て
異
文
化
を
知
り
、
視
野
を
広
げ

よ
う
」と
地
域
の
人
び

と
の
企
画
と
し
て
は
じ

ま
っ
た
。
運
営
は
、
す

べ
て
有
志
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
い
、
講
師

選
定
、
内
容
打
合
せ
、

当
日
の
司
会
な
ど
を
務

め
、
発
起
人
か
ら
現
在

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で

37
年
に
わ
た
り
想
い
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
」は
、
毎
月
第
３

金
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
正
午
に
行
わ
れ
て
い
る
。
毎
回

多
様
な
テ
ー
マ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
講
師
が
自
身
の
国
や
自
国
の

文
化
を
紹
介
し
、
質
疑
応
答
で
は

和
や
か
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
す
べ

て
英
語
で
行
わ
れ
る
が
、
ス
ラ
イ

ド
や
映
像
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
確

認
し
な
が
ら
進
行
す
る
た
め
、
英

語
に
苦
手
意
識
が
あ
る
人
も
参
加

出
来
る
。
参
加
者
か
ら
は「
自
分

が
知
ら
な
か
っ
た
世
界
の
こ
と
を

学
び
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
情
報
に
依
存
し
、
視
野
が

狭
く
な
る
の
を
防
ぐ
効
果
も
感
じ

て
い
ま
す
」と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
地
域
と
と
も

に
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

自然を感じよう。
いろんな友だちと話そう。 　
自然を感じよう。
いろんな友だちと話そう。 　

　　（Respect　尊敬心）　　（Respect　尊敬心）

 し  ぜん  かん

 とも  はな

400回迎えた鎌倉YMCA
イングリッシュセミナー

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

私たちにできること

家族で子どもの健康を考え運動を楽しむ
ヘルシーキッズ＆ファミリーキャンペーン

水中運動や親子 de さかあがりチャレンジ
賛 助 会 企 業 協 力 に て 健 康 測 定 も 実 施

　私の成長期は、昭和の軍国体制の時でした。 9 ・
18事変とも呼ばれる満州事変は1931年 9 月18日、柳
条湖の鉄道爆破に端を発しましたが、幼かったので
記憶に残っていません。1941年12月 8 日、日米開戦
の日は、満洲の「奉天（現・瀋陽）」の中学校の寮の
食堂で友とその知らせを知りました。そして、1945
年 8 月15日の敗戦の日は、満洲の「哈爾濱（ハルビン）」
で迎え、満洲国立哈爾濱医科大学の講堂で敗戦の放
送を耳にしました。
　1992年 8 月に大阪で日本キリスト者医科連盟の集
いがあり、ゲストとして参加した韓国の医師がスピー
チをしました。その内容は、1945年 8 月のソ連の侵
攻に始まる敗戦までの数日の出来事を交えた体験で、
私の経験と重なりました。クラスメートに違いない
と直感し、演壇に近づいて、私の思いを伝えると彼
も同意したので、戦後47年ぶりの再会となりました。
彼は牧師の息子で、韓国名を名乗っていました。当
時は、創氏改名制度（日本に植民地支配されていた朝
鮮で1940年から皇民化政策の一環として実行された、
それまで朝鮮になかった「氏」を創設し、名を日本
風に改めることを強制した政策）により日本式氏名
で呼んでいました。韓国籍であることは、全く予期
していませんでした。　彼も、あの 8 月15日以後、帰
国したのですが、朝鮮戦争の動乱など幾多の辛酸を
嘗め、医師となり、当時、釜山にある基督教病院長で、
韓国の基督教病院団体の代表を務めていました。

　（元横浜 YMCA 常議員
　・元大和 YMCA 運営委員長 髙橋信夫）

体験を平和につなぐ vol.24
戦後47年ぶりの友人との再会

　「SDG ｓ」という言葉は知って
いるけれど何をすればいいの？と
思っている方もいるのではないで
しょうか。そこで今回は、給食室
の活動の一部を紹介します。
　調理の際にブロッコリーの芯は
薄くスライスして調理する。かぶ
は皮をよく洗って丸ごと使う。ご
ぼうの皮は専用手袋を用いて皮を
薄く削ぐことにより、栄養価を多
く残しごみの量も削減しています。
　他にも、食品の一時保管にラッ
プではなく蓋の使用、厨房で使用
する書類をデジタル化しペーパー
レス化することなどがあります。

また、食育活動を通じて「食」への
関心を高めることや保護者への発
信をすることで取り組みをさらに
広げていくなど、保育園だからこ
そ出来る活動も多くあります。
　給食では、子どもが食べやすい
メニューを考えたり、調理を工夫
したりすることで、楽しく食べる
→全部食べる→栄養をしっかり摂
る＋残菜を減らすことにつなげて
います。
　私たちと一緒に、できることか
ら始めてみませんか？
　（YMCAつるみ保育園　栄養士　
　　　　　　　亀井綾奈）

　

１
９
９
４
年
に
は
じ
ま
り
、
今
年
で
30

回
目
を
迎
え
る「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
横
浜
」（
同
組
織
委
員
会
主
催
／

神
奈
川
県
共
催
／
事
務
局 

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

は
、
８
月
４
日（
金
）か
ら
６
日（
日
）に
か

な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。（
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
あ
り
）

　

今
年
は「「
未
来
を
み
つ
め
て
」を
テ
ー

マ
に
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
の
30
年
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
を
基
に
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
や
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
参
加
者
と
と
も
に
に
考
え
て
い

く
。
詳
細
は
４
面
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://abf-

yokoham
a.org/

）を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

横浜
８
月
に
30
回
迎
え
る

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
Ｆ

　

５
月
20
日
と
21
日
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
保
育
園
の
ス
タ
ッ
フ
23
名
が
仙
台
市
、

石
巻
市
を
訪
れ
た
。

　

20
日
に
は
、
２
０
１
９
年
５
月
の
参
加

以
来
と
な
っ
た
す
ず
め
踊
り
の「
青
葉
ま

つ
り
」に
参
加
し
、
東
日
本
大
震
災
以
来

交
流
を
継
続
し
て
い
る「
ま
つ
り
宝
山
」の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
の
ぼ
り
を

掲
げ
て
参
加
し
た
。

　

21
日
は
石
巻
市
へ
移
動
し
、
震
災
遺
構

の
大
川
小
学
校
、
門
脇
小
学
校
を
訪
問
し
、

送
迎
バ
ス
が
津
波
に
の
ま
れ
た
日
和
幼
稚

園
の
石
碑
に
献
花
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。
大

川
小
学
校
で
は
、
佐
藤
敏
郎
さ
ん（
大
川

伝
承
の
会
共
同
代
表
）か
ら
、
震
災
の
こ

と
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ

り
、
参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
改
め
て
考
え

る
時
間
と
な
っ
た
。
保
育
事
業
で
は
、
今

回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
園
に
て
共
有
し
、
子
ど
も
の
命
を
守
る

た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
取
り
組
ん
で

い
く
。 横浜

保
育
園
ス
タ
ッ
フ

仙
台
と
石
巻
訪
問

２
０
２
３
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会

書
面
決
議
に
て
議
案
承
認
さ
れ
る

▲�第400回イングリッシュセミナーの講師を囲んで

▲ファミリースイミングを楽しむ親子（横浜中央 YMCA）
▲下左）きれいな倒立ができるようチャレンジ（金沢八景 YMCA）
▲下右）多くの参加があった健康測定（YMCA 山手台センター）
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２
０
２
３
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
総
会
は
、
５
月
27
日
に
聖
光

学
院
ラ
ム
ネ
ホ
ー
ル
の
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
書
面
決

議
と
し
て
行
っ
た
。

　

会
員
総
会
で
は
、
佐
竹
博
総
主

事
か
ら
２
０
２
２
年
度
事
業
及
び

会
計
報
告
、
２
０
２
３
年
度
活
動

方
針（
案
）及
び
予
算（
案
）、
神
作

正
一
郎
総
会
準
備
委
員
長
か
ら
常

議
員
の
選
出
経
緯
の
説
明
、
新
常

議
員
候
補
５
人
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
６
月
12
日
の
総
会
準
備

委
員
会
に
て
書
面
決
議
は
が

き
の
点
検
と
集
計
を
行
い
、

提
出
者
３
１
８
人
と
な
り
、

総
会
構
成
員
過
半
数
以
上
を

満
た
し
、
す
べ
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、

６
月
15
日
の
常
議
員
会
に
て

承
認
さ
れ
た
。

　

会
員
表
彰
で
は
、
奉
仕
の

書
に
、
常
議
員
、
横
浜
北
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
、
会
員
事

業
委
員
を
兼
任
し
、
２
０
２

０
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度

渡
辺
　
好
子

①
特
定
非
営

利
活
動
法
人

ペ
リ
の
邑

川
崎
市
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
。
②
日

本
基
督
教
団
生
田
教
会
。
③
川
崎

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
。

︿
再
任
﹀

中
村
　
敦

①
有
限
会
社

ワ
イ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

取
締
役
社

長
。
②
日
本
聖
公
会
横
浜
山
手
聖

公
会
。
③
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営

委
員
。

廣
瀬
　
泰
弘

①
株
式
会
社

Ｐ
Ｆ
Ｕ
。
②

藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
営
委

員
、
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
、

会
員
事
業
委
員
。

山
田
　
貫
司

①
学
校
法
人

横
浜
英
和
学

院
監
事
。
②

日
本
基
督
教

団
中
目
黒
教
会
。

︿
留
任
﹀　

岡
戸
　
良
子

①
清
泉
女
子

大
学
評
議

員
。
②
カ
ト

リ
ッ
ク
鎌
倉

雪
ノ
下
教
会
。
③
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

運
営
委
員
長
、
国
際
事
業
委
員
、

公
益
財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
監

事
、学
校
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
監
事
。

藤
岡
　
克
哉

①
公
認
会
計

士
。
②
セ
ン

ト
ラ
ル
ル
ー

テ
ル
教
会
。

③
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
、
公

益
財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
監
事
、

社
会
福
祉
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
福

祉
会
監
事
。

松
橋
　
秀
之

①
社
会
福
祉

法
人
横
浜
い

の
ち
の
電
話

理
事
長
。
②

日
本
基
督
教
団
蒔
田
教
会
。
③
子

ど
も
支
援
基
金
委
員
長
、
公
益
財

団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
。

維

持

会

員

　

秋
元
美
晴
、王
依
美
佳
、佐
々
木

研
、
佐
藤
桜
人
、
吉
田
瑛
茉

（
敬
称
略
。
６
月
５
日
ま
で
に
入
金

い
た
だ
い
た
新
規
登
録
の
方
で
す
）。

の
11
人
が
承
認
さ
れ
た
。

　

氏
名
①
職
業
②
所
属
教
会
③
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
係
の
順（
順
不
同
・

敬
称
略
）

︿
新
任
﹀

荒
木
創
太
郎

①
Ｉ
Ｔ
エ
ン

ジ
ニ
ア
。
②

鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
営
委
員
。

千
足
真
里
子

①
横
浜
市
立

小
学
校
教

員
。
②
横
浜

北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

運
営
委
員
。

細
田
　
衛
士

①
東
海
大
学

副
学
長
政

治
経
済
学
部

教
授
。
②
日

本
聖
公
会
真
光
教
会
。
③
元
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員
。

増
谷
吉
太
郎

①
社
会
福
祉

法
人
日
本
水

上
学
園
事
務

長
。
②
日
本

基
督
教
団
蒔
田
教
会
③
維
持
会
員
。

２
０
２
３
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
総
会
で
は
、
会
則
に
基
づ
い

て
常
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新

任
５
人
を
含
む
11
人
が
選
出
さ
れ

た
。

　

常
議
員
は
６
月
現
在
30
人
で
、

キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
や
教
育
界
を

は
じ
め
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
人
び
と
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
３

年
間
で
、
２
期
を
超
え
て
連
続
し

て
候
補
者
に
な
れ
な
い
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
期
を

も
っ
て
古
賀
健
一
郎
氏
、
齋
藤
宙

也
氏
、
齋
藤
百
合
子
氏
、
鈴
木
茂

氏
、
田
中
廣
喜
氏
の
５
人
が
退
任

さ
れ
た
。
今
年
改
選
と
な
っ
た
11

人
の
う
ち
、
３
人
が
留
任
、
３
人

が
再
任
、
５
人
が
新
任
と
し
て
総

会
準
備
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
。

会
員
総
会
に
お
い
て
神
作
正
一
郎

会
員
総
会
準
備
委
員
長
か
ら
候
補

者
選
考
の
経
緯
が
報
告
さ
れ
、
次

新
任
含
む
11
人
の

常
議
員
を
選
出

ま
で
常
議
員
会
議
長
と
し
て
の
重

責
を
担
わ
れ
た
鈴
木
茂
氏
に
奉
仕

の
書
が
贈
ら
れ
た
。
鈴
木
氏
は
２

０
１
３
年
に
、
維
持
会
員
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
の
た
め
設
置

さ
れ
た
会
員
増
強
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
、
目
標
達
成
に
向
け
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
働
き
が
顕
著
で
あ
り
、
優
れ

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ

た
46
人
に
奉
仕
賞
が
、
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
工
藤
誠
一
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

理
事
長
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

FLASH NEWS

　私たちのクラブでは、 6 月 3 日から 4 日
に甲府市で開催されたワイズメンズクラ
ブ東日本区大会において「最優秀クラブ賞」
受賞の栄誉に与りました。過去 1 年間、会
員数が増えた訳でもなく、顕著な活動があっ
た訳でもなかったので、クラブ名が呼ば
れたときは耳を疑いながら登壇しました。
区 理 事 か ら は、当 ク ラ ブ TKB（Tsuzuki 
Kawaii Bachans/ お仕事会）による障がい
者施設への手作りマスクの寄贈、ウクラ
イナ避難民の皆さんへ手作りマフラーの
寄贈、10回続いた You ＆ I コンサートなど
が授賞理由として挙げられました。地道
な活動を続けたことが評価されたことを
大変うれしく、誇りに思った瞬間でした。

（横浜つづきワイズメン &ウィメンズクラブ
　　　　　　　　　会長　今城高之）

東日本区大会 最優秀クラブ賞受賞
横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
い
う
言

葉
を
は
じ
め
に
使
っ
た
の
は
、

い
つ
の
ど
ん
な
活
動
だ
ろ
う
か
。

あ
る
大
先
輩
か
ら「
宿
題
」と
し

て
い
た
だ
い
て
か
ら
３
年
経
っ

て
も
い
ま
だ
解
け
ず
に
い
る
。

あ
る
行
為
を「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
」と
指
定
す
る
こ
と
は
容
易

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
現
在
の
価
値

観
で
過
去
の
行
為
を
認
定
す
る

作
業
だ
。
と
こ
ろ
が
、
過
去
の

あ
る
時
に
お
い
て「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
」「
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
躍
」の
よ
う
に
行
為
が
認

識
さ
れ
、
言
葉
と
し
て
の
表
現

を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
。

　
『
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
１
０
０
年

史
』に
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
は

じ
ま
り
」と
い
う
項
に「
こ
れ
ら

の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
組
織
し
た

学
生
た
ち
の
奉
仕
活
動
は
蓋

し
横
浜
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
は
し
り
と

い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
」と
あ
る
。
そ
の「
は
し
り
」

の
活
動
が
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

残
る「
横
浜
基
督
教
青
年
會
會

報
」１
９
０
８
年
６
月
号
か
ら

半
年
間
、
巻
頭
に
特
集
が
組
ま

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
米
国
艦

隊
16
隻
が
横
浜
に
寄
港
、
そ
の

歓
迎
行
事
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
参
画

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
歓
迎
委
員
会
に
女

性
を
加
え
る
こ
と
、
酒
な
ど
の

提
供
を
し
な
い
こ
と
な
ど
11
項

目
の
提
案
が
採
択
、
そ
の
中
心

的
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
特
に
、
50
名

以
上
の
通
訳
を
手
配
し
、
乗

船
員
の
横
浜
及
び
鎌
倉
散
策

の
同
行
や
、
港
周
辺
の
商
店
や

公
的
機
関
へ
の
派
遣
を
行
っ
た

と
あ
り
、「
英
語
学
校
生
徒
を

無
報
酬
で
募
集
し
た
」と
記
載

が
あ
る
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の

言
葉
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
組
織
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
、
期
待
以
上
の
成
果
を

残
す
ほ
ど
の
働
き
を
し
た
事
実

を
、
１
１
５
年
前
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
誇
ら
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

は
今
に
受
け
継
が
れ
、
今
も
多

世
代
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
さ
ま
ざ
ま
領
域
で
生
き
生
き

と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
活
躍
し
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
歴
史
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
。

ボランティアボランティア

１
９
９
４
年
に
は
じ
ま
り
、
今
年
で
30

回
目
を
迎
え
る「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
横
浜
」（
同
組
織
委
員
会
主
催
／

神
奈
川
県
共
催
／
事
務
局
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

は
、
８
月
４
日（
金
）か
ら
６
日（
日
）に
か

な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。（
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
あ
り
）

　

今
年
は「「
未
来
を
み
つ
め
て
」を
テ
ー

マ
に
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
の
30
年
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
を
基
に
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
や
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
参
加
者
と
と
も
に
に
考
え
て
い

く
。
詳
細
は
４
面
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://abf-

yokoham
a.org/

）を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

横浜
８
月
に
30
回
迎
え
る

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
Ｆ

5 月29日に、横浜中央 YMCA においてウクラ
イナから避難している人びとを対象とした

セミナー「心の健康：ストレスマネジメントとセ
ルフケア」（TELL Japan、ブラフクリニック共催）
を開催した。セミナーは、ウクライナ人講師によ
りウクライナ語で行われ、参加者はストレスの認
識方法やストレスに対する身体の反応、呼吸方法
や瞑想など、ストレスの多い時期を乗り切るため
の方法について学んだ。

私たちの暮らしにおける食の安全を考えよう
とグローバルセミナー「甘いバナナの苦い

現実」（横浜 YMCA 国際事業委員会主催）を 7 月
15日にオンラインで開催する。講師に田坂興亜
さん（草の根ネット麦の会会長・元アジア学院校
長）を迎え、私たちの日常生活における食の安全
からグローバルな課題に目を向け、共に考える機
会とする。詳細・申し込みは 4 面をご参照くださ
い。

２
０
２
３
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会

書
面
決
議
に
て
議
案
承
認
さ
れ
る

▲ 46人のリーダーの働きに「奉仕賞」が贈られた
▲奉書の書を受賞しあいさつを行う鈴木茂氏



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045-662-3721
横浜北YMCA Tel 045-433-4321
藤沢YMCA Tel 0466-26-1151
横須賀YMCA Tel 046-854-5126
川崎YMCA Tel 044-932-2031
厚木YMCA Tel 046-244-4181
鎌倉YMCA Tel 0467-24-7859
YMCA山手台センター Tel 045-813-1022
湘南とつかYMCA Tel 045-864-4768
金沢八景YMCA Tel 045-782-3003
YMCA東とつかセンター Tel 045-392-3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046-264-3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045-867-0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045-860-5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046-222-8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045-813-1022
YMCAとつか保育園 Tel 045-870-3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045-790-3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045-870-3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045-500-5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044-520-1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045-800-3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045-820-5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045-440-3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044-281-7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045-353-5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042-707-9974
大和YMCA保育園 Tel 046-214-3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544-54-1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046-888-2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045-508-7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045-506-0131
本   部   事   務   局 Tel 045-662-3721横浜YMCA
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
ゲストから世界各国の多様な文化の紹介や日
本との比較などを行います。
日　時　7月21日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　 素晴らしい国ボリビア！その天然資

源、歴史、文化、輸送機関、日本と
の違いは？

ゲスト　Lucy Mariel Lopez Quiroga さん
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467（24）7859
■グローバルセミナー
日　時　7月15日（土） 午後3時～5時
会　場　オンライン
テーマ　「甘いバナナの苦い現実」
講　師　 田坂興亜さん（草の根ネット麦の会

会長・元アジア学院校長）
参加費　無料
申込み　 QR コードにてお申込みく

ださい。
主　催　横浜 YMCA 国際事業委員会
問合せ　国際・地域事業　Tel 045-662-3721
※食の安全について学んでみましょう。

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時　7月13日（木）午前10時30分～11時30分
会　場　湘南とつか YMCA4階
テーマ　イエス・キリストの教えた生き方
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　Tel 045-864-4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■第6回ユースカンファレンス 
The Youth Conference hosted by Yokohama 
YMCA ～自分の未来（いろ）を描こう～
日　時　7月8日（土）午後2時～4時
会　場　 横 浜 中 央 YMCA6階 教 室・

オンライン（Zoom）
対　象　中学生～20代
参加費　無料
内　容　 LGBTQ ＋に関連する活動を行ってい

るユースの話を聞き、参加者同士で
ディスカッションを行います。

申込み　https://forms.gle/p83q6dukTNu2AEoA6
※一緒に学び、一緒に語りましょう。
■第30回 AIDS 文化フォーラムin 横浜
日　時　 8月4日（金）～6日（日）午前10時～午

後5時30分（最終日午後4時）
会　場　 神奈川県民センター（横浜駅徒歩5

分）・一部ライブ配信
参加費　無料
主　催　 AIDS 文化フォーラムin横浜組織委員会
共　催　神奈川県
問合せ　AIDS 文化フォーラム in 横浜事務局
　　　　（横浜 YMCA 内） Tel 045-662-3721

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 7月13日（木）午後2時～3時・23日（日）

午前10時15分～11時15分
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045-663-0676
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　7月25日（火）午後1時30分～2時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　Tel 045-352-7110
■プレママDay
日　時　7月25 日（火）午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方

内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045-780-3205

学校説明会
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　 7月 *8日（土）・15日（土）・22日（土）

29日（土）午前10時～/* 午後2時～
内　容　 オープンキャンパス *AO 入試＆学校

説明会
申込み　Tel 046―223-1441
問合せ　詳細はhttps://bit.ly/3OaLjr1
　　　　または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　 7月2日（日）・8日（土）・15日（土）午

後2時～3時30分。9日（日）・23日（日）
午前10時30分～正午

内　容　学校・入試説明会
申込み　Tel 045-864-4990
問合せ　詳細は https://bit.ly/44Jobbu
　　　　または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　7月8日（土）・22日（土）午後1時～3時
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　Tel 045-661-0080
問合せ　 詳細は QR コードをご覧く

ださい。
　　　　 ※ご都合が合わない場合はgakuin-jl@

yokohamaymca.orgへご相談ください。

YMCA 創立記念日フォトチャレンジ
世界の YMCA とともに179年目祝う

　1844年に、ジョージ・ウィリアムズによって設立された YMCA は、
2023年 6 月 6 日に創立179年を迎えた。世界 YMCA では、創立記念日の
6 月 6 日に撮影された写真を世界中の YMCA から集め、記念アルバムを
作るフォトイベン
トを開催した。横
浜 YMCA か ら は16
の YMCA・部 門 か
ら23枚を公開し世
界 の YMCA と と も
に祝った。

ウクライナ支援募金受付中
　ウクライナ支援募金を継続して受け付けてい
ます。詳細はhttp://bit.ly/ 3 sKNfxy
またはQRコードをご覧ください。

第26回 横浜 YMCA インターナショナル・
チャリティーラン2023

　障がいのある青少年を応援する「第26回横浜YMCAインターナショ
ナル・チャリティーラン2023」は、10月16日（月）から30日（月）オ
ンライン開催（チーム・個人エントリー/15日間の累積歩数）と10
月14日（土）1 Day開催（チームエントリー 一般・スペシャルラン・
小学生・幼児）/臨港パーク内特設コースを走る）
にて行われる。
　参加方法は①チーム・個人による参加（オン
ライン・ 1 Day 開催）②チームスポンサー　③物
品協賛。エントリー開始は 8 月 1 日から。詳細
は HP にてご確認ください。

　日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の感染予防対
策を行っています。施設内におけるマスク着用は、
個人の判断を基本としますが、引き続きのご協力を
お願いします。各クラスやプログラム参加時は、そ
れぞれの留意事項に従い参加をお願いします。

ウイルス感染防止対策の取り組み

多
く
の
人
と
関
わ
り
多
様
な
世
代
と

つ
な
が
り
自
己
成
長
で
き
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

渡
邉　

紗
月

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

奉
仕
賞
受
賞

　

私
は
小
学
１
年
生
の
時
か
ら
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
水
泳
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
も
フ
リ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
に
て
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。長
く
通
っ

て
い
る
う
ち
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
大
好
き
に
な

り
、
大
学
生
か
ら
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
活
動
の
中
心
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手

台
セ
ン
タ
ー
で
、
主
に
プ
ー
ル
ガ
ー
ド
を

行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し
て

活
動
す
る
う
え
で
成
人
会
員
の
方
た
ち
と

関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
普
段
で
は
、
あ
ま

り
関
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
年
の
離
れ

た
方
た
ち
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
話
を
聞
く
と
い
う

こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
う

え
で
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
方
や
普
段
の
生
活
や
学
校
生

活
で
は
関
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
年
齢

の
方
た
ち
と
接
す
る
機
会
を
た
く
さ
ん
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
も
と
も
と
私
は

人
見
知
り
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
経
験
か
ら
多
く

の
方
と
つ
な
が
る
こ
と
が
出
来
、
今
で
は
、

初
対
面
の
方
と
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、

自
分
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま

す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
小
学
２

年
生
の
時
に

行
っ
た
日
帰
り

キ
ャ
ン
プ
で

す
。
普
段
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
水

泳
ク
ラ
ス
で
は
会
う
こ
と
の
な
い
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
仲
間
同
士
協

力
し
て
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
、
新
鮮
で

と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
人
と
関
わ
る
こ
と

で
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
感
じ
た
り
、
心
お
き
な
く
相
談
で

き
る
よ
う
な
相
手
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
後
は
成
人
会
員
の
方
々
と
の

関
係
性
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
水

泳
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
携
わ
る
こ
と
で
、
今

よ
り
も
さ
ら
に
多
世
代
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
、
自
分
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

５
月
に
行
わ
れ
た
会
員
総
会
に
お
い
て

「
奉
仕
賞
」を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
受
賞
し
た
リ
ー
ダ
ー
の

代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
、
自

分
も
学
び
な
が
ら
多
様
な
世
代
の

人
た
ち
と
、
そ
し
て
多
く
の
人
と

関
わ
る
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▶デスクペン　今夏も多くの子どもたちやユースがYMCAの活動に参加します。安全で楽しく、新しい出会いとつながりが生まれ、豊かな成長が一人ひとりにありますように。（直）
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▲ 成人会員の方たちとともに（前列中
央。2023年 6 月。YMCA 山手台セン
ターにて）


